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　２０２５年８月、被爆から８０年の節

目を目前に、ＪＲ広島駅前が大きく

変貌を果たしました。

　老朽化した駅ビルの建て替えを契

機として、従来は駅前どまりだった

路面電車「広島電鉄（以下「広電」）」

がスロープを介してＪＲ広島駅のコ

ンコース階まで乗り入れる形へと改

修がなされ、新幹線や在来線の改札

口から同一階での容易な乗り換えが

可能に。従来に比べ大幅な利便の向

上を果たしました。

　駅前をオーバーパスする構造への

変更により、広電はラッシュ時間帯

でも道路交通や交通信号に煩わされ

ずに停留場を発着できるため、定時

運行にも大きく寄与しています。

　

　しかし、この新設路の計画は決し

て容易ではありませんでした。駅前

には既存の地下施設があり、橋脚で

高架線路を支える形式にするとその

地下空間が柱列により大きく削られ

てしまうこと、また橋脚によらず盛

土で構築する場合であっても大きな

荷重が地下構造に影響を及ぼすこと

が想定されました。

　そこで採用されたのが「ＥＤＯ -
ＥＰＳ軽量盛土工法」。土砂の約１/
１００の重量でありながら十分な強度

を持つＥＤＯ - ＥＰＳブロックは、こ

れまでも軟弱地盤の道路盛土や鉄道

駅のホーム拡幅など様々な交通施設

で用いられてきましたが、鉄道の営

業路線の路盤への適用は極めて稀な

事例となります。

　具体的には、巨大なＵ字溝のよう

なコンクリート構造体で路盤の外枠

を成し、その内部には１ｍ間隔でコン

クリート柱を打設して路盤を支持し

つつ、可能な限り全体の軽量化を実

現するために隙間なくＥＤＯ - ＥＰＳ
ブロックで埋めていくのが主な工程

となっています。

　また施工には岡三リビックグルー

プ会社の岡三シビルが当たっており、

迅速な施工に貢献しました。

ＪＲ広島駅前

ＥＤＯ－ＥＰＳ工法

施 主

工事名

施工会社

商品名

：

：

：

：

広島電鉄株式会社

（広島市工事の施行受託者）

広島駅南口広場の再整備等におけ

る駅前大橋線橋りょう等新設工事

大林組・広電建設・広成建設JV

ＥＤＯ-ＥＰＳ工法　２,２００ｍ３

　

浜
名
湖
の
ウ
ナ
ギ

中
部
支
店　

菊
地
善
喜

　

今
年
度
入
社
し
た
新
人
の
菊
地
で
す
。
私

の
出
身
地
・
静
岡
県
湖
西
市
の
名
物
「
ウ
ナ
ギ
」

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
湖
西

市
は
、
浜
名
湖
に
面
し
て
お
り
昔
か
ら
ウ
ナ

ギ
の
文
化
が
根
づ
い
て
い
る
地
域
で
す
。

　

浜
名
湖
の
ウ
ナ
ギ
の
魅
力
は
、
身
の
柔
ら

か
さ
、
脂
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
良
い
こ
と

で
す
。
浜
名
湖
は
海
水
と
淡
水
が
混
ざ
る
汽

水
湖
で
、
こ
れ
が
臭
み
が
な
く
、
ふ
っ
く
ら

と
し
た
食
感
の
美
味
し
い
ウ
ナ
ギ
が
育
つ
の

に
最
適
な
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
養

殖
も
水
温
管
理
や
餌
な
ど
大
変
こ
だ
わ
り
な

が
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

焼
き
方
に
も
特
徴
が
あ
り
、
外
は
香
ば
し

く
、
な
か
は
ふ
ん
わ
り
と
仕
上
げ
、
一
口
食

べ
る
と
炭
の
香
り
と
ウ
ナ
ギ
の
う
ま
み
が
口

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

甘
辛
い
た
れ
と
も
相
性
抜
群
で
ご
飯
と
食
べ

る
こ
と
で
お
い
し
さ
が
倍
増
し
ま
す
。
浜
名

湖
の
東
と
西
で
は
味
付
け
も
違
っ
て
い
る
の

で
、
好
み
の
味
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

ウ
ナ
ギ
は
お
い
し
い
だ
け
で
な
く
栄
養
価

も
高
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
Ｂ
群
、
た
ん
ぱ
く

質
が
豊
富
で
夏
バ
テ
防
止
や
疲
労
回
復
に
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
湖
西
市
に
来
た

際
に
は
、
伝
統
の
あ
る
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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中
国
の
姓

　

中
国
人
と
い
う
と
、
「
王わ

ん

」
な
ど
特
定
の
苗

字
が
多
い
印
象
が
あ
る
。
事
実
、
王
さ
ん
だ
け

で
日
本
の
総
人
口
に
迫
る
一
億
人
が
お
り
、
以

下
、
李り

・
張

じ
ゃ
ん

・
劉り

う

・
陳ち

ん

も
含
め
た
五
強
で
四
億

人
を
数
え
る
。

《
名
の
由
来
》

王　

…
本
当
に
王
様
の
家
系
の
人
、
ま
た
王
様

に
仕
え
た
家
臣
が
そ
の
ル
ー
ツ
。
し
か
し
単
に

あ
や
か
っ
て
い
る
例
も
多
い
よ
う
だ
。

李　

…
役
人
を
意
味
す
る
「
吏
」
が
転
じ
た
と

も
、
李

す
も
も

が
た
わ
わ
に
実
る
里
が
出
自
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

張　

…
古
代
中
国
で
武
器
と
し
て
の
弓
を
発

展
さ
せ
た
人
物
が
「
弓
の
長お

さ

」
と
し
て
そ
の
名

を
授
か
っ
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
る
。

劉　

…
古
代
で
は
武
力
を
意
味
す
る
字
で
、

劉り
ゅ
う
お
う邑

と
い
う
場
所
が
か
つ
て
の
帝
王
の
所
縁

の
地
だ
と
し
て
出
身
者
が
名
乗
っ
た
そ
う
。

陳　

…
か
つ
て
中
国
南
方
を
広
く
領
土
と
し

た
国
「
陳
」
に
仕
え
た
者
が
、
国
亡
き
後
に
苗

字
に
し
た
。
現
在
も
南
方
出
身
者
に
多
い
。

《
二
文
字
以
上
》

　

中
国
の
苗
字
の
九
十
九
㌫
は
一
文
字
だ

が
、
三
国
時
代
の
「
諸し

ょ

葛か
つ

」
亮

り
ょ
う

、
漢
時
代
の

歴
史
家
・
「
司し

馬ば

」
遷せ

ん

、
ま
た
昭
和
の
台
湾
人

歌
手
・
「
欧お

う
よ
う陽

」
菲ふ

ぃ
ふ
ぃ菲

な
ど
、
二
文
字
以
上
の

苗
字
と
い
う
も
の
も
一
定
数
存
在
す
る
。
特

に
モ
ン
ゴ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
本
来
が
中

国
語
で
は
な
い
少
数
民
族
に
多
く
、
チ
ベ
ッ

ト
族
の
苗
字
を
無
理
や
り
漢
字
で
表
記
し
た

「
伙じ

せ

ん

さ

ぼ

く

そ

た

じ

し

た

爾
川
扎
木
蘇
他
爾
只
多
」
の
十
文
字
が
最

多
だ
と
い
う
。

　長野県小諸市の「小諸市動物園」

は１９２６年（大正１５年）の開園。動

物園として県内で最初、全国でも５

番目の古さとなるこの施設は、コン

パクトな中にも展示する動物種を広

く揃え、身近な動物園として地元に

長く親しまれています。

　特に今年は開園１００周年の節目

に当たることから、これに向けたリ

ニューアルや新展示の導入など様々

なアップデートも段階的に計画され、

より魅力的な空間を目指した努力が

重ねられてきました。

　新展示として導入する動物はチン

チラ、アルパカ、そしてオグロプレー

リードッグ。このうちプレーリードッ

グについては展示にもひと工夫が加

えられ、よく知られている立ち姿を

見せるための草原風の空間に加え、

その裏側となる地下の巣穴を模した

迷路状の通路をガラス面沿いに作り、

普段見られない姿を見せるような工

夫がなされています。

　その造形は岡三リビックが「人工

岩ロッキーステージ」の技術で施工。

飼育員や設計者と打ち合わせを重ね

ましたが、展示の見栄えを考慮しな

がらもプレリードッグ自身の安全に

も考慮する難しいものでした。とい

うのも、本来巣穴はただの土ですが、

ここでは穴が崩れない前提でありつ

つ、高低差のある部分などで怪我を

しないよう材質や通路幅などには細

心の注意を払う必要がありました。

施 主

工事名

施工会社

商品名

：

：

：

：

小諸市役所

令和７年度新しい地方経済・生活環境

創生交付金(第２世代交付金)事業小

諸市動物園第二期エリア整備工事

株式会社堀越建設

ロッキーステージ

オグロプレーリードッグ

プレーリードッグの巣穴を見てみよう！！
開園１００周年 小諸市動物園


